
高等部の目標 
 
 

 

 

全日制の課程 教科指導の教育の重点 
 
 

 

 

 

３年間のカリキュラム 

 １年 ２年 ３年 

通常の学級 

全員、同じ科目を履修 
（芸術科目は、美術Ⅰと音楽Ⅰの選択制） 

 

１０月 系列選択 

進学系列（文系・理系） 

５教科を中心とした学習 

工業技術系列・ビジネス系列・生活デザイン系列・理容系列 

普通科目＋専門科目（２年次１０時間／週、３年次１４時間／週） 

社会自立系 生活単元学習や作業学習を中心とした課程 

 

通常の学級 系列の紹介  

☆自分の適性や希望する進路を踏まえて、１年次の１０月に２年次からの系列を選択します。２年次からは、それぞ 

れの系列で、希望する進路の実現を目指します。 

☆「主な履修教科（科目）」に記載の教科・科目の他にクラス全員で行う授業として、LHR（1時間）、総合的な探究

の時間（２時間）、自立活動（１時間）があります。 
 

系 列 概   要 主な履修教科（科目） 
 

進    学 

大学や専門学校への進学を目指す人に対応し、

普通教科に重点を置いて学習します。大学入試や

進学後に求められる学力に応じ、より高度な学習

にも取り組んでいます。 

国語、地理歴史、公民、数学、理科、

保健体育、芸術、外国語ほか 

 

工 業 技 術 

２年生で様々な工具を安全かつ正確に使用する

基礎技術を身につけ、３年生では基礎技術を応用

して本棚や書類棚等の製作に取り組みます。また、

作品の設計、製作の計画から見積もりまで、ものづ

くりのための専門的なプロセスについて学びます。 

◆普通教科：国語、地理歴史、公民、 

数学、理科、保健体育、外国語 

◆専門教科（工業）： 

課題研究、実習、製図、工業技術

基礎、工業情報数理 

 

ビ ジ ネ ス 

商業の仕組みや、コンピューターを用いた事務

処理に必要な実務能力等を身につけ、ワープロ検

定をはじめ各種検定に挑戦します。インターネットを

活用した学習、プログラミング言語等の実習を通

じ、情報化社会に対応できる人づくりを目指しま

す。 

◆普通教科：国語、地理歴史、公民、

数学、理科、保健体育、外国語 

◆専門教科（商業）： 

課題研究、ビジネス基礎、簿記、 

情報処理、プログラミング 

 

生活 

デザイン 

被服、食物、福祉等の家庭全般について学習し、

その中から自分に合った領域を見つけて、将来の

進路選択に役立てます。被服では、ブラウスやスカ

ート、浴衣、スーツ等を制作します。 

◆普通教科：国語、地理歴史、公民、

数学、理科、保健体育、外国語 

◆専門教科（家庭）： 

課題研究、生活と福祉、生活産業

情報、保育基礎、ファッション造形

基礎、服飾手芸、フードデザイン 

 

○基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着と社会生活に適応できる言語力の習得を図る。 

○基礎的・基本的な知識及び技能を土台にし、発展的学習と体験学習を通して、社会自立に必要な力を育成する。 

  ○基本的な生活習慣を確立して、体力の向上と健康の保持増進を図る。 

 

○基礎学力と応用力の伸長を図り、生徒の能力、進路希望に対応した指導を行う。 

〇教材の精選や授業の内容及び指導法の改善に努め、生徒が「分かる」授業を展開する。 

〇生涯にわたり目標に向かって主体的に学び続ける態度を育成する。 



 

理    容 

理容に関する専門的な知識の理解と技術の習

得に励んでいます。シャンプー、シェービング、カット

はもちろん、パーマやカラーリングも行っています。 

◆普通教科：国語、地理歴史、公民、

数学、理科、保健体育、外国語 

◆専門教科（理容）： 

課題研究、理容技術理論、理容実

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会自立系の紹介 

社 会 自 立 

「職業教育」を重視し、学習を通して将来の生

活に必要な働く力の向上につなげることを目的

とし、日々の学習に取り組んでいます。 

作業学習、生活単元学習、日常生活

の指導、国語、数学、美術、体育 ほか 

 

 

教育活動の様子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な年間行事予定 
前期 後期 

４月 

 

５月 

６月 

 

７月 

８月 

９月 

入学式・前期始業式 

生徒会認証式・部活動オリエンテーション 

校内作業実習（社会自立系） 

前期中間考査 

就業体験（２年生・３年生） 

水泳実習 

夏季補習 

前期期末考査 

修学旅行（２年生） 

前期終業式 

１０月 

 

 

１１月 

１２月 

１月 

 

 

２月 

３月 

後期始業式 

系列選択（１年生） 

就業体験（２年生） 

岐聾祭 

後期中間考査 

生徒会選挙 

後期期末考査（３年生） 

就業体験（１年生・２年生） 

企業内作業実習（社会自立系） 

卒業証書授与式 

後期期末考査（１年生・２年生） 

修了式 

 

＊理容師免許の取得について 
  理容師免許を取得するためには、理容師養成機関において、定められた単位を修得し、理容師国家試験を受験して合格する必要がありま
す。本校においては、理容師国家試験を受験するためには、高等部の理容系列３年次に履修する「理容実習」１０単位及び専攻科理容科１年

次・２年次に履修する教科・科目 60 単位を修得する必要があります。したがって、本校で理容師免許の取得を目指すには、本校高等部理容

系列を卒業した上で、本校専攻科理容科の２年間の課程を修了する必要があります。 
 

岐聾祭（令和４年度） 

大学・企業ガイダンス 

（令和４年度） 

高２修学旅行 志摩スペイン村にて 

（令和３年度） 

総合的な探究の時間 

「老人ホームとの交流に向けて」（令和４年度） 

スポーツ大会 

（令和４年度） 



専攻科 教科指導の教育の重点 
 
 

 

 

情報処理科 
経済活動の仕組みや、事務処理の実務能力、情報機器の活用能力を身に付けるための演習に取り組みなが

ら、商業・情報処理に関連する各種資格の取得を目指します。 

【履修教科（科目）】 

総合国語、総合社会、応用数学、応用英語、体育 

  ビジネス基礎、課題研究、総合実践、簿記、情報処理、プログラミング、LHR 等 

【取得を目指せる資格・検定】 

・全国商業高等学校協会（全商）主催の各検定 

（情報処理検定、ビジネス文書実務検定、ビジネス計算実務検定、簿記実務検定）の１級 

 ・ITパスポート試験  

・基本情報処理技術者試験 等 

 

理容科 
実習を通して、シャンプーやカッティング、シェービング、セッティング、パーマ等の理容技術を修得す

るとともに、衛生や法律に関する専門的な内容を学び、理容師国家試験の合格を目指します。また、接客時

の言葉遣いや態度など、コミュニケーションを大切にし、実践的な力を身に付けます。 

【履修教科（科目）】 

総合国語、体育、理容実習、理容技術理論、理容総合技術、課題研究、関係法規・制度、 

衛生管理、保健、香粧品化学、文化論、運営管理、情報技術 

【取得を目指せる資格・検定】 

・全国商業高等学校協会主催 ビジネス文書実務検定 

・理容師免許 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

主な年間行事予定 
前期 後期 

４月 

 

５月 

６月 

 

７月 

８月 

９月 

入学式・前期始業式 

生徒会認証式・部活動オリエンテーション 

 

前期中間考査 

就業体験（専攻科１年生・２年生） 

 

夏季補習 

前期期末考査 

前期終業式 

１０月 

 

１１月 

１２月 

１月 

 

２月 

３月 

後期始業式 

就業体験（専攻科１年生） 

岐聾祭 

後期中間考査 

後期期末考査（専攻科２年生） 

理容師国家試験（実技） 

修了証書授与式 

理容師国家試験（筆記） 

後期期末考査（専攻科１年生） 

修了式 

 

○主体的かつ積極的に学ぶことで、より専門的な知識及び職業技術を習得する。 

○社会人として必要な教養及び態度を身に付ける。 

＊理容師免許の取得について 
  理容師免許を取得するためには、理容師養成機関において、定められた単位を修得し、理容師国家試験を受験して

合格する必要があります。本校においては、高等部全日制の課程の理容系列３年次に履修する「理容実習」１０単位及

び専攻科理容科１年次・２年次に履修する教科・科目 60 単位を修得することで、理容師国家試験の受験に必要な単位

数を満たせるように、教育課程を編成しています。したがって、本校専攻科理容科を修了するだけでは、理容師国家試験

を受験して理容師免許を取得することはできません。 
 


